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Ｑ　

林
道
工
事
の
事
務
費
が
減
と

な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
。

Ａ　

事
業
事
務
費
と
し
て
基
準
額

を
計
上
し
た
が
、
工
事
費
に
充

当
出
来
る
予
算
の
為
、
事
業
延

長
す
る
た
め
工
事
費
と
し
て
計

上
し
た
。

Ｑ　

固
定
資
産
航
空
写
真
撮
影
に

つ
い
て
状
況
確
認
の
た
め
に
も
、

池
田
山
の
写
真
も
含
め
て
撮
影

出
来
な
い
か
。

Ａ　

３
年
に
一
回
の
撮
影
な
の
で

次
回
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

ジ
ェ
イ
・ 
ア
ラ
ー
ト 
一
斉
整

（
※
）

備
工
事
の
内
容
は
。

Ａ　

機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
も
の
。

Ｑ　

自
治
体
が
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
商

品
を
購
入
し
た
と
き
の
取
り
扱

い
は
。

Ａ　

テ
レ
ビ
は
対
象
外
だ
が
、
購

入
し
た
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
は
対

象
と
な
る
。

Ｑ　

農
業
政
策
の
動
向
と
今
後
へ

の
影
響
は
。

Ａ　

何
を
作
る
の
か
、
何
種
類
作

る
の
か
等
条
件
に
よ
り
変
わ
っ

て
く
る
の
で
一
概
に
は
言
え
な

い
が
、
今
後
政
策
が
、
決
定
さ

れ
た
ら
関
係
機
関
と
協
議
し
水

田
協
議
会
な
ど
を
開
催
し
て
周

知
し
て
い
く
。

Ｑ　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
五
年
経
過
後

の
考
え
方
は
。

Ａ　

こ
の
事
業
は
地
域
に
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
体
制
も
で
き
て
き

た
が
、
五
年
経
過
後
も
制
度
維

持
を
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
て

い
く
。

Ｑ　

河
川
堤
防
に
ヌ
ー
ト
リ
ア
が

原
因
と
思
わ
れ
る
穴
が
開
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
何
カ
所
か
あ
る

が
、
対
策
は
取
ら
な
い
の
か
。

Ａ　

関
係
機
関
へ
堤
防
の
維
持
補

修
の
申
し
入
れ
を
す
る
。

Ｑ　

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
増

額
と
一
括
納
付　

件
の
増
額
の

１３

内
容
は
。

Ａ　

当
初
予
算
と
実
績
に
お
け
る

一
括
納
付
と
分
割
納
付
の
件
数

の
差
に
よ
る
も
の
。

※　

Ｊ
・
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

　
　
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は

 　

通
信
衛
星
と
市
町
村
の
同
報
系

防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
、
緊

急
情
報
を
住
民
へ
瞬
時
に
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

主
な
審
査
の
内
容

総
務
建
設
産
業
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

地域に定着しつつある農地・水環境保全対策事業

ヌートリアによる河川堤防の穴

付託案件
☆
一
般
会
計
補
正
予
算

☆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

☆
温
泉
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算


